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論文の内容の要旨 
（目的） 
石造文化遺産に着生する地衣類が石材に与える影響を表面の形態学的特徴および着生界面の微細
構造解析により明らかにすることを目的とする。これにより着生地衣類のあらたな劣化診断基準を
構築し、遺産の保存修復技術の開発に貢献する。 
 (対象と方法) 
対象は石造文化財を中心に無機系素材に着生する地衣類３２２点である。それらは日本、カンボ
ジア、ベトナム、韓国、メキシコ、コスタリカ、インドネシア、エルサルバドルの計８か国の遺跡
で観察、分析した。研究方法は、現地での観察における生育系などの分類のほか、地衣種の同定に
ＤＮＡ解析を、地衣体内のバイオミネラルの分析には X 線分析装置付帯走査型電子顕微鏡の
元素分析、Ｘ線回折分析、フーリエ変換赤外分光分析を用いた。石材への穿入は顕微鏡に
よる染色法および電子顕微鏡による観察により実施した。  
 (結果) 
遺産の生物劣化に関わる項目（着生タイプ、生育形、粉芽の有無）を記録し、特に劣化
に悪影響を及ぼす地衣類の特徴を明らかにした。菌糸穿入深さなどから物理的劣化レベル
を、シュウ酸カルシウムなどのバイオミネラルの生成に関する基物界面の損傷程度を定量
的に明らかにした。その結果、特にシュウ酸カルシウムの有無は地衣類による化学的劣化
の分類指標項目になることが分かった  
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保存修復技術の開発試験では従来目視でしか判断されていなかったｸﾘｰﾆﾝｸﾞ効果を自然
科学的手法を用いて評価し、特に光合成阻害剤を用いた長期的除去法の除去法のモニタリ
ングからこの手法の有効性を明らかにした。 
 (考察) 
地衣類が石造文化遺産に及ぼす物理的化学的な影響を明らかにし、クリーニングや基質
強化処置などの修復処置を行ううえで必要な情報を提供したことは、石造文化遺産におけ
る新たな修復処置の可能性を示した。自然科学的調査を基に地衣類の専門家でない修復家
や現地管理者が現場にて着生地衣類の影響を診断できる項目を挙げ、その特徴を考察した。
また地衣学においても、アジアにおける石造文化遺産表面環境の地衣類相の解明に貢献す
ると同時に、資料の採取ができない場合の調査方法の構築についても考案した  
 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 着生生物を文化遺産の保護という観点から岩石や漆喰への着生形体やバイオミネラルの生成など
に着目し、その影響から地衣類を分類した点は新規性に富み評価できる。おなじ地衣体においても
着生基物の種類によりその形態が異なるなど非常に興味深い知見も得られている。 
ただ資料の選定理由や調査条件などをより詳細に記した方が理解しやすく、章ごとの資料番号の
表記を工夫し見やすくすることが求められる。また、地衣体の種類と基物、除去法の関係を明確に
できていない。今後データ集積が必要であり、期待する。分析にあたっての資料調整法や実験条件
などをこれまでの既往研究と比較しながら記述することでさらに独自性、特異性が出ると思われる。 
以上のことなどを総合的に判断した結果、博士学位論文としての新規性と独自性が学術的に認め
られる。 
 
平成２５年１１月２６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について
説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合
格と判定した。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
